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台湾高砂族の研究

一高砂族の研究史と分類（一）

　　　　　土　居　　　平＊

A　Study　on　the　Formosan　Aborigines一（1）一

Taira　Doi

　　　　　　　　　　1．

　日清戦争後，下関講和条約第2条23号による

台湾省全部の日本領有決定に先立って，全権大

使李鴻章は「台湾ニハ強桿ナル潮弘遠泉ノ移民

ノ外島八十ノ六余二占居スル化外ノ生蕃アリ」ρ

と述べ，台湾統治の困難を指摘してその割譲を

断念させようとした。漢民族によって化外の生

蕃とされたのが，いわゆる高砂族である。

　我が国では，現在でも台湾土着民族のことを

高砂族と称しているが，この呼称は1923年に

提唱されて以来徐々に普及していったものであ

る。それまでは，漢民族の呼称に従ってその二

化の程度によって「生蕃」「熟蕃…」「化蕃」な

どと呼ばれ，「生蕃」の居住する地域を「蕃地」

とか「蕃界」などと称していた。

　しかし高砂族という呼称が，公的に採用され

ることになったのは，ずっと後のことであって，

生蕃，熟蕃あるいは化蕃といった呼称は，領台

後もかなり永い間使用されることになった。

　本稿では，高砂族の呼称と分類とに関する試

みを回顧しながら，台湾土着民族研究の歴史を

辿ってみることにした。それが主として文化人

類学や，社会学の分野に限定されることになる

のは当然である。

　高砂族の呼称が定着してからも，その中にい

わゆる「熟蕃」である「平哺族」を含むかどう

かで，広義の高砂族，狭義の高砂族と呼ばれた

り，あるいはそのことにふれないでいるものも

見受けられる。またその分類に関しても，当初

から必ずしも一致していた訳ではなかった。
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　台湾高砂族の宗教現象について貴重な研究を

残されている古野清人氏は，　「高砂族（高山族）

はいわゆる熟蕃を除けば……」と述べ，高砂族

に熟蕃（乱捕族）を含め，熟蕃以外に次の7種

族を挙げている。②

1．アタヤル族（セデク族を含む）

2，サイシアト族

3．ブヌン族

4．ッォウ族（カナカブ族，サアルア族を含む）

5．パイワン族（ルカイ，パナパナヤン族を含む）

6．アミ族

7．ヤミ族

　また，戦前からの高砂族研究の第一人者であ

る馬淵東一氏は，いわゆる蕃地の高砂族にアミ

族やピュマ族を含めてよいが，熟蕃は漢民族と

相当混血しているとともに，固有の生活様式を

殆んど失っているために，これを除外するとし

ながら，同時に「本誌所載の3論文では，高砂

族という称呼を生蕃・熟蕃双方を含む意味で一

貫目て使用するつもり」③とも述べられている。

その後の文献④などからして，高砂族を広義，

狭義に分けて使用されていることが判る。広義

というのは，高砂族にいわめる熟蕃（平哺族）

を含むということである。

　民族音楽の研究者小泉文夫氏は，1978年に

『世界の民族音楽シリーズ』の1枚として『高

砂族の歌』　（1973年録音）のレコードを出して

いる（発売元：キングレコード株式会社GXC－

5002）。その解説では「高砂族という名称は日本

人がつけたもので，一種の理想郷と考えられる

高砂の蓬莱山に住む人々という意味」で「戦後

は台湾では山地同胞（略して山胞）あるいは台
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湾土着民とか台湾原住民」と呼ばれていると記

している。このレコードでは10部解すべての

音楽を収録したとして次の各部族を取り上げて

いる。

1．パイワン族

2．ルカイ族

3．ヤミ族

4．プユマ族

5．ツオー族

6．アミ族

7．サウ族

8．ブヌン族

9．セデック族

10．サイシャツ族

　ここではタイヤル族の亜族セデック族が挙げ

られているし，またサウ族を含ませて，10部族

としている。平哺族については言及されていな

いが，これを除外しているとみてよかろう。

　さらに比較的最近の著書からいくつかをみて

みると，戦後の高砂族研究で業績をあげている

末成道男氏は，平哺族は漢民族との同化が進ん

でいるために，便宜上高砂族に含めないことが

多い，と述べ，　「平哺族を除く狭義の高砂族は

23万人（1964））で，9種族に分かれる」⑤

と記述している。

　一方，台湾出身の戴　国輝氏は「台湾には現

在約二十万人前後の高山族と呼ばれる少数民族

が住んでいる。高山族は概称であって，人類学

者は彼らをアタヤルAtayal族，サイシャット

Saisiat族，ッオウ族，ブヌンBunun族，ルカ

イRukai族，パイワンPaiwan族，パンッァ

Pangtsah族（アミAmi族），ピューマ（プユ

マPuyma）族，ヤミYami族の九系統に分類し

ている」とし，　「一般に高山族と言う場合は山

地地区に居住する未漢化少数民族（漢化され，

平地に住む，かって熟蕃もしくは平哺蕃といわ

れた人々は除外される）だけを指す」と述べ，

平：哺族を除外している。続けて「今でこそ高山

族もしくは山地同胞（略称して「山斗」ともい

い，大別しては山：地山胞，平地山胞と呼称）と

呼ばれるこれら少数民族も，もとをたどれば漢

族系住民によって蕃人または生蕃，熟蕃などと

蔑称されていた。」という。⑥

　1945年の光復後の台湾では，高砂族という呼

称に代わって，前記の高山族，山地同胞（三夕）

などの呼称が使用されている。学術関係の文献

では「台湾土平民族」　「高山族」の呼称が一般

的で，行政上では山地同胞の語が使用されてい

るようである。

　しかしこの高山族という呼称については，馬

淵東一氏の見解④とともに，台湾における高砂

族研究者である陳　奇摂氏は次のように発言し

ている。すなわち「高山族（日本の学者は高砂

族と呼んでいる）とは実は間違った名称である。

というのは，蘭喚（以前は紅頭喚と称した）に

おけるヤミ族の六つの村落は，みな海抜50メ

ートル以下の地にあり，東海岸のアミ族の村落

もまた，海抜100メートル以上の地にあるもの

はない。であるから，平地に住む土着諸族は，

平地高山族または平地山千ともいう」と指摘し

て，「台湾の土着民族の分類は昔の漢化程度に

よる分類法から脱出する」必要があるとし「ア

タヤル，サイシャット，ブヌン，ッォウ，パイ

ワン，ルカ’イ，プユマ，アミ，ヤミ，サウ」の

10族を提示している。　サウ族を加えて10族

とする考え方については，あるいは異論がある

かも知れないが注目すべき見解の一つであろう。

　なお，こうした種族名を漢字で表記する場合

に，どのような字を当てるかの問題が出てくる

が，台湾では，1953年に各著者の表記法を整理

して次のような統一が行われた（表一1参照）。

2

　ところで，こうした台湾土着民族に関する研

究は，統治上からも，また山地資源の開発の面

からも緊急な課題で，それは過去，台湾を支配

下においたオランダ，スペインにしても，また

清朝にしても同様であった。

　台湾土着民族に関する分類の試みは，オラン

ダ，スペイン，清朝などによって部分的には行

われたようであるが，それは当時，その支配下

にあった地域についての断片的なものに止まつ
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たといえる。したがって台湾全体の土着民族に

ついての分類は，日本人の手によって初めて行

われることになる。

　そして「土蕃の棲住する一帯の如きは，既往

に於いて，及び現在に於いて，亦実に闇黒台湾

たるを免れ」ない蕃地の探検を200日にわたっ

て実施したのは伊能丁令，粟野伝之丞の両氏で

あった。＠　その成果は『台湾蕃人事情』として

1900年に公刊されている。こ乙では，いわゆ

る生蕃を7種族に，熟蕃を平戸族としてこれを

10族に分類している。⑨

生蕃

1．タイヤル

2．ヴォヌム

3．ツオウ

4．ツァリセン

5．スパヨワン

6．プユマ

7．アミス

熟蕃…一　8．平：哺族 タツオ

シライヤ

ロツア

ポアヴォサア

アリクン

ヴウブラン

パアゼツヘ

タオカス

ケタガナン

グヴアラホワン

　この時点では，ヤミ族の記載がなく，『台湾

志』で記載されることになる。⑩

　その後若干の変移はあるにしても，ともかく

台湾土着民族分類の基礎は，一応確立したとい

えよう。

　これより先，1896年に発行されている『台湾

蕃…俗図会』によると，福岡県人の入江英氏が

「某将軍の命を奉し某少佐に従いて遍く生蕃地

を祓渉」して得たとされる資料が記載されてい

る。その中に写生図として，　「大日本帝国台湾

平
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略図」や，　「北蕃家屋の図」「老狗族家屋の図」

「生蕃人首級を得て婚姻を結ふの図」　「北蕃人

祭儀の図」などがあって，タイヤル族の服装，

楽器，武器，入れ墨，首架，酒壷，鍋，首硅砂さ

れた生首等がかなり正確に描かれている。さら

に何を基準にしたのか不明だが，いわゆる生蕃

に関して次のような分類も記載されている。⑪

生蕃

北蕃

南蕃 墓本一

窒撃撃倦ｰ

　また，1900年に発行された『台湾地誌及言語

集』では，平：哺族のほかには僅かに3種族（パ

ーワン，デポン，アミヤス）⑫が記載されてい

るに過ぎない。

　明治30年代の台湾土着民族研究者として重要

な地位を占めるのは，鳥居開票，森丑之助の両

氏である。

　鳥居氏は「流血を好む原住民のもとで5（辺日

を過ごした」と記録しているように，4回にお

よぶ台湾調査旅行を実施している。⑬⑭⑮

第1次調査旅行（1896年10月初旬～12月下旬）

　アミ族，タイヤル族，ピウマ族，ブヌン族

第2次調査旅行（1897年10月～1898年1月）

　紅頭喚調査（ヤミ族）
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第3次調査旅行（1898年10月～12月）

　パイワン族，アミ族，ピウマ族，ッアリセン族

第4次調査旅行（1899年1月～10月末）

　パイワン族，ッアリセリン族，新高族，ブヌ

　ン族，サウ族，平平族

　この調査旅行の中で，第2次調査の意義はと

りわけ大きく，紅頭喚の土着民族が鳥井氏によ

って初めてヤミ族と命名されることになる。

　鳥居氏は「もっぱら習俗，言語，伝承，風俗

慣習等々にもとつく」分類で「人類学的見地か

らの諸特徴については他日の研究に留保」する

とした上で，次のような分類を提示した。

　1．タイヤル，あるいは文身蕃

　皿．新高

　m．ブヌン

　N．サウ

　V．ツァリセン

　Vl．パイワン

　ML　ピウマ，あるいは卑南蕃

　「四阿眉

　IX．ヤミ，あるいはグルグル・セラ

　一方の森丑之助氏は，早くも1985年9月に

は台湾に入り「その多くの歳月は蕃地の探検に

費し，踏査地域は全蕃地に及」んだという。そ

していわゆる生蕃を次の6種族に分類した。⑯

　L　タイヤル

　2．ブヌン

　3．ツオウ

　4．パイワン

　5．アミ

　6．ヤミ

　森氏は「台湾i蕃族志十巻同蕃族図譜：十巻を完

脩」することを計画したが，関東大震災後に不

慮の死を遂げ「台湾蕃族志』1巻，　『同蕃族図

譜』2巻の刊行に止まった。台湾の土着民族居

住地の殆ど全域に足跡を残した森氏が，予告し

たとおりの著書を残していたとすれば，その披

益するところは極めて大きかったであろう。

　こうして，我が国の台湾領有後かなり早い時

期に，その土着民族の分類はほぼ完成し，その

後はこれら先人の業績を中心に，若干：の変容が

みられる程度である。

　次に，台湾総督府ではどのような分類を採用

したのであろうか。

　まず1911年に総督府蕃務本署で出したReport

on　the　Control　of　the　Aborigines　in　Formosa　M

においては9種族が示されている。⑰

1．　Taiya1

2．　Bunun

3．　Tsuou

4．　Tsarisen

5．　Paiwan

6．　Piyuma

7．　Ami

8．　Ya面

9．　Saisett

　この中には，これまではいわゆる熟蕃とされ

ていたサイシャット族が含まれている。この種

族は，鳥居，伊能，森の各氏によっていずれも

除外されていたものである。

　さらにその翌年から始まった「蕃社戸口」調

査において，ツアリセン，ピユマをパイワン族

に含めることにして，これ以降は7種族とする

分類が定着することになった。

　台湾総督府発行『台湾事情一昭和9年版』な

どにおいても，この7種族分類は引き継がれて

いる。なお本書では「生蕃人は主として山地に

居住し」と記しているように，依然として生蕃

の文字が使用されている。

　1935年になると，台湾総督府は種族欄の記載

要綱として，内地人（日本人）と本島人とに大

別して，本島人を福建族，広東族，其の他の漢

族，平：丁丁，高砂族とすることを，戸口調査規

定で定めた。⑱いわゆる生蕃から高砂族への公

式な改称である。

　当時，蕃地といわれたのは「東台湾東方海上

に点在する骨頭喚の北緯二十二度二十秒より，

台北州タンピヤ社の二十四度五十三分，東経一

二十度三七分野り一口ー度五一分の間に位置す

る地域」⑲を指し，蕃地高砂族（理蕃の対象に

なる）としてはタ・fヤル，サイセット，ブヌン，

ッオウ，パイワン，ヤミの6種族が挙げられて
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いる。したがってアミ族とパイワン族の一部は

特別行政区ではなく，普通行政区に所属してい

た。こうした点から特別行政区の高砂族を蕃地

高砂族，山地高砂族などと呼ぶこともあった。

　以上のことから，少なくとも1935年にはい

わゆる生蕃＝：高砂族，熟蕃＝平哺族という呼称

が，公式に明確化したことになる。しかし現実

にはこれから先も，高砂族の呼称は広，狭両義

に使用されていくことになる（表一2参照）。

　ところで台湾総督府は，1901年に臨時台湾

旧慣調査会を設置（同年10月『臨時台湾旧慣

調査会規則」公布一法制及び農工商経済に関す

る旧慣を調査）することになった。当初は漢民

族に族に関する旧慣，慣習法の調査が実施され，

その報告書が公刊されていった。そしてこの事

業が一段落した1909年に，第一部行政科から蕃

族科が分立して予備的な実地踏査が試みられた

が，調査員で誠首される者がでるなど，当時は

いわゆる早耳の為に踏査は難航し，本格的な踏

査は大正時代にはいってからといわれる。⑳

　このことは，一面からすれば，旧慣がそれだ

け保存されていたことを物語るわけで，当時の

貴重な資料が直接収集されたことにもなる。こ

の調査会によって実施された調査結果は次のよ

うな形で報告されている。高砂族研究の基本的

な文献として，今日なお高く評価されている。

　『番族慣習調査報告書』　全8冊

小島由道，安原信三『番族慣習調査報告書

　　　　　　　第1巻　たいやる族』1915年

河野嘉六　　　　　　『民族慣習調査報告書

　　　　　　　第2巻あみす族・ぶゆま族』

　　　　　　　　　　　　　　　　1915年
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小島由道，安原信三『番族慣習調査報告書

　　　　　　　第3巻　さいせつと族』

小島由道　　　　　　『番族慣習調査報告書

　　　　　　　第4巻　そう族（ッオウ族）』

小島由道，河野二六『二二慣習調査報告書

　　　　　　　第5巻の1　ぱいわぬ族』

小島由道，河野嘉六『番族慣習調査報告書

　　　　　　　第5巻の2　欠巻

　　　　　　　　　『番族慣習調査報告書

　　　　　　　第5巻の3　ぱいわぬ族』

　　　　　　　　　『番族慣習調査報告書

　　　　　　　第5巻の4　ぱいわぬ族』

　　　　　　　　　『番族慣習調査報告書

　　　　　　　第5巻の5　ぱいわぬ族』

『蕃族調査報告書』全八冊　佐山融吉著

年男族南勢蕃；馬子岬町南華南耐：1913年

阿眉族奇密肚馬弾帯耐：太巴　耐：海岸蕃1914年

堅牢阿里山蕃四肚蕃簡仔霧蕃…1915年

紗績族開戦蕃輪野葬卓箪蕃太魯閣蕃鞘餐蕃木

爪蕃　1917年

大広族前編二大料嵌野合歓蕃勢利古藻下北勢

蕃南勢蕃白狗蕃開脚耶武甲沙拉茅蕃萬大蕃眉

原蕃南　蕃漢頭蕃　1918年

武喬族前編：轡蕃達啓　加蕃丹蕃　蕃干卓萬

蕃卓肚蕃　1919年

大広族後篇：加拉　蕃領解路巴思誇示男鹿場

蕃波山蕃大湖蕃屈尺蕃　掌餌蕃　1920年

排轡族，獅設族　1921年

　この調査会と，昭和2年に創設された台北帝

国大学土俗人種学教室の業績や，研究者などに

ついては次号に譲ることにしたい。

※　本稿は昭和60年度文部省科学研究費による

　研究の一端である。



一　64　一

　　　　　　台湾高砂族の研究

一一1　台湾土着民族漢文名称対照表

1・本刊探一名構

2．一文排書
3？鳥居峠藏
4・佐　山融吉
与・林　　患　　群

6・王　　興　　瑞

7・徐軍将活公昭

8，鄭　　伯　　彬

9・宋　　家　　泰

10・i薮凝大半
11・陳　　正　　群
12・藁筆省丈献委員
　　會
13・衛　　患；　　林

14．豪雨省民政臆

15・茜　　逸　　昌

泰雍　養夏布農 癖 魯凱排灘 卑南阿美雅美

ムtaya1 Saisi　yat Bunun T80u Rukai
P。iw。。　IP。yuma

A㎡1． Yami

有半蕃 一 高山蕃 一 一 　一A．
台南蕃 阿眉 ｝

太広 丁丁 武器 曹
一

排｛獲 卑南 上弓 輌
太広 　　’��ﾝ特 蒲蝋 朱緻 一 派宛 一

陶眉 野眉

台耶魯 　　プｹ子特 歩弓 主阿 一 巴温
一 躾 耶美

太丘、 薩団団特 蒲鰍 朱鰍 魯辛衣 派分 普猶馬 上野 厨眉

三野羅 薩雪特 心計 卓
一 派温 漂馬 阿眉 班眉

大野免 朧精之 保隆 曹米 一 培旺 一 阿米 亜米

泰斗魯 賓十一 布農 郷 魯凱 ．排遡 畢璃 阿美 厚歯

塔炉丁丁 薩丁丁特 浦濃 蛙漱
一 三十旺 一 阿眉 揚米

二二 三夏 三農 曹 魯凱 排薄 二二 邦則 囎
阿達雅趣 賓西亜特 布農． 曹 澤利先 排灘 副馬 寝臥 雅噴

門雅魯 塞門司 ）F奴 蝕緻
一 抜灘 一 丁丁 蕨

泰雅爾 布農 曹 魯凱 一半 畢聴 阿美 耶美

「国立台湾大学考古人類学刊」第1期　1953年，p．37

表一2高砂族の分類

欧　　　文 Atayai Saisiyat Bunun Thao Tsou Rukal Tsarisen Paiwan Puyma Ami Yami Peipo

中　　　文 泰一族 賓夏族 布短呼 郡　　族 鄭　　族 魯凱族 偲旧識 排海族 海南族 阿美族 雅美族 平哺族

吉原　弥生

ｶ献目録 泰睡郷 饗夏族 三農族
郡　　族 郡　　族 魯凱族 ｛鬼偶族 排湾族 卑南族 阿美族 雅美族 平捕族

伊能　嘉矩

ｾ野伝之丞
アタイヤル

一
ヴォヌム

一
ツオウ

一
ツァリセン パイワン プユマ アミス

一
ペイポ

鳥居　龍藏
タイヤル

i文身族）

平群族と

ｵた
ブヌン サウ ニイタカ

一
ツァリセン パイワン

ピウマ

i卑一族）

アミ

i阿眉族）

ヤミ（クル

Nル・セラ）

森　丑之助 タイヤル
山地蕃か

迴怺O
ブヌン

一
ツオウ

㎜
パ　イ　ワ　ン アミ ヤミ

小島　由道
タイヤルと

Zーダッカ

サイ

@セット
ブヌン

…
ツオウ ルカイ パ　イ　ワ　ン アミ ヤミ

原語による

`説集

タイヤルと

Zデク

サイ

@セット
プヌン

一
ツオウ ルカイ

パイワン（ルカイ以

Oのッァリセンを含む）
ピュマ アミ ヤミ

系統所属の

､究
アタヤル

サイ

Vャット
ブヌン

一
ツオウ

ルカイ（ツ

潟Zンの北
煤E東北部） 一

パイワン
パナパ

@ナヤン

パンダ

@ツアハ
ヤミ

鹿野　忠雄 タイヤル
サイ

@セット
ブヌン

一
ツオウ

｝
パイワン アミ ヤミ

古野　清人 アタヤル
サイ

@シアト
ブヌン

㎝
ツオウ

　　　　パ　イ　ワ　ン
iルカイ，パナパナヤンを含む）

アミ ヤミ 熟蕃

馬淵　東一 アタヤル
サイ

@シヤト
ブヌン

一
ツオウ ルカイ

一
パイワン

プユマ

pナパ
@ナヤン

アミ

pンツア
ヤミ

文献　⑳⑫⑳⑳その他を整理
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